
5 4・6・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。
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７
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
～

４
時 

公
民
館
緑
分
館 

東
京
農

工
大
学
航
空
研
究
会 

市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生
（
小
学
校
４

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 
　
１０

人
（
多
数
抽
選
） 
　

円 

保
育

２００

あ
り
（
お
お
む
ね
２
歳
以
上
。
要

事
前
申
込
） 

６
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
１
人
１
通
）
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
年
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分

館
「
子
ど
も
体
験
講
座
係
」
（
〒

　

儿
０
０
０
３
緑
町
３
儿
３
儿　

１８４

２３

☎　

儿　

儿
７
３
０
１ 

k
0
2
0

０４２

３８７

4
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）
へ

 　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
方
々
の

前
年
の
所
得
状
況
と
令
和
４
年
６

月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を

子
ど
も
体
験
講
座

よ
く
飛
ぶ
紙
ひ
こ
う
き
の

作
り
方
・
飛
ば
し
方
講
座

時

所

講対

定

￥

他

申

糸

児
童
手
当
、
児
童
育
成
手

当
現
況
届
は
６
月　

日
３０

（
木
）
ま
で
に
提
出
を

確
認
し
、
受
給
資
格
の
有
無
を
審

査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
を
期
限
ま
で
に
提
出
し

な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
、
６
月
分
か
ら
の
各

種
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
５
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
し
た
（
児
童
手
当
は

必
要
な
方
の
み
。
原
則
不
要
）
。

児
童
育
成
手
当
の
用
紙
が
６
月
６

日
ま
で
に
届
か
な
い
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 
■
振
込
日
６
月　

日
（
金
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

問児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
支
給（
６
月
期
分
＝
２
～

５
月
分
）

い
場
合
▽
氏
名
、
住
所
、
口
座
を

変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合

 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

  　

元
気
な
高
齢
者
が
、
指
定
の
事

業
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
自
身
の
健
康
増
進
と

介
護
予
防
を
め
ざ
す
事
業
で
す
。

　

実
績
に
応
じ
て
、
小
金
井
さ
く

ら
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
で
き
る
ス
タ

ン
プ
が
取
得
で
き
ま
す
。

 

６
月　

日
（
木
）、　

日
（
金
）

２３

２４

午
前　

時
～
正
午
※
時
間
内
随
時

１０

受
け
付
け 

商
工
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
梶
野
町
５
儿
１
儿
１
） 
　

歳
６５

以
上
の
市
内
在
住
の
方 

当
日
直

接
会
場
へ 

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
（
商
工
会

内
☎　

儿　

儿
８
７
６
５
）

０４２

３８１

 　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
を
対

象
に
、
申
請
に
よ
り
、
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
る
認
定
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
「
小
金
井
市
介
護
保
険
訪
問
介

護
等
利
用
者
負
担
助
成
認
定
証
」

で
は
、
訪
問
介
護
、
夜
間
対
応
型

訪
問
介
護
ま
た
は
第
１
号
訪
問
事

業
を
利
用
す
る
際
に
、
利
用
者
負

担
を　

％
か
ら
６
％
に
軽
減
し
ま

１０

す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
７
月　

日
（
日
）
で
有
効
期

３１

問

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
事
業（
活
き
生
き
ボ
ラ
ポ
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
会

時

所

対
申

問

介
護
保
険
軽
減
認
定
証
の
更

新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

間
が
終
了
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
申
請
書
類
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
６
月　

日
１３

（
月
）
ま
で
に
、
介
護
福
祉
課
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
、

訪
問
介
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
ま
た
は
第
１
号
訪
問
事
業
を
利

用
す
る
場
合
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

 

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
２
）

 　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
食

費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
る
「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
交
付

し
て
い
ま
す
。
負
担
限
度
額
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
７
月　

日
（
日
）
で
有
効
期
間

３１

が
終
了
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

６
月
中
旬
に
、
更
新
に
必
要
な
書

類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
１

日
（
金
）
ま
で
に
介
護
福
祉
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
場
合
は
、

認
定
証
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て

も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

▽
世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
が

住
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合

▽
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
段
階
に

問介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
更
新
を

よ
り
異
な
る
）
を
超
え
る
場
合

 

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
２
）

   
 
 

下
表
の
通
り 

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
東
町
会
議
室
（
東

町
４
儿　

儿　

） 

同
セ
ン
タ
ー

３８

２６

パ
ソ
コ
ン
班 

各
５
人 

▽
パ
ソ

コ
ン
はW

in
d
o
w
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0
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9  

を
使
用
し
ま
す
▽
希
望
者

が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で
も
、

パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

開
催

日
の
４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住

問負担限度額（日額）

対　象　者利用者
負担段階

食費居住費
短期入所
サービス

施設
サービス

ユニット
型個室多床室

３００円３００円　８２０円　０円住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者、生
活保護受給者第１段階

６００円３９０円　８２０円３７０円住民税非課税世帯で、合計所得金額と年金収
入額の合計額が８０万円以下の方第２段階

１,０００円６５０円１,３１０円３７０円住民税非課税世帯で、合計所得金額と年金収
入額の合計額が８０万円超１２０万円以下の方第３段階①

１,３００円１,３６０円１,３１０円３７０円住民税非課税世帯で、合計所得金額と年金収
入額の合計額が１２０万円超の方第３段階②

※年金収入額には遺族年金、障害年金等の非課税年金も含みます

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室

時
内
￥

所
講

定

他
申

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
７
１
１
７ 

０
４
２
２

２７

儿　

儿
７
４
７
６
）
へ

２７

   

７
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分 

聖
ヨ
ハ
ネ
会
本

３０

館
戸
塚
ホ
ー
ル
（
桜
町
１
儿
３
儿

　

） 

岩
熊
麻
由
美
さ
ん
（
公
認

２２心
理
師
） 

認
知
症
高
齢
者
の
介

護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
認
知
症
ケ

ア
に
関
心
の
あ
る
方 
　

人
（
申

１５

込
順
） 

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
８
０
１
１
）

０４２

３８８

へ
 　

介
護
者
同
士
等
で
、
介
護
の
悩

み
な
ど
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

介
護
が
必
要
な
方
が
い
て
、
参
加

が
難
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 

６
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
～

１１

２
時　

分 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

１５

ム
つ
き
み
の
園
（
中
町
２
儿　

儿
１５

FAX

費用
（教材費含む）講習時間日　程講習名

１,５００円／時間
（教材費は別途

実費）相談して決定します
※個人教室

一般レッスン

２,５００円／時間初期設定、ト
ラブル対応

５,０００円／月１３：００〜
１６：００

月２回（火
曜・木曜・
土曜日のい
ずれか）

CoCoサロン
（パソコン趣
味の講座）

認
知
症
高
齢
者
を

支
え
る
介
護
者
の
集
い

儿
認
知
症
の
人
の
行
動
の
な

ぜ
？
を
理
解
し
よ
う

時

所

講

対

定

申

ま
な
ぶ　

語
る　

つ
な
が
る

家
族
の
会

時

所

　

） 

６
人
（
申
込
順
。
介
護
者

２５を
優
先
） 

６
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６
５

０４２

３８６

１
４
）
へ

 　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
で
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
講
座
を
交

え
な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時 

上
之
原
会
館 

五
島
シ
ズ

さ
ん
（
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
） 

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方 
　

人
（
申
込

１０

順
） 

６
月
６
日
か
ら
、
電
話
で

緑
寿
園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
２
０
６
）
へ

４６２
 

■
要
項
配
布
６
月
１
日
～　

日
３０

に
、
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
２
階
）
で 

研
修
の
詳
細
は

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

（
公

財
）
都
福
祉
保
健
財
団
人
材
養
成

部
（
☎　

儿
３
３
４
４
儿
８
５
１

０３

２
）
、
市
介
護
福
祉
課
包
括
支
援

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 
市
取
扱
分

◎
４
月
分

【
特
定
寄
附
】

◆
市
立
小
学
校
一
年
生
を
対
象
と

し
た
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止
の

た
め

▽
文
具
セ
ッ
ト
（
い
か
の
お
す
し

標
語
入
り
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
定

規
）
千　

個
＝
小
金
井
・
国
分
寺

２００

防
犯
協
会

定

申

認
知
症
家
族
の
集
い

時

所

講

対

定

申
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
受
験
要
項

を
配
布

他

問

善善
意意
のの

輪輪

小金井野球クラブが表敬訪問
　令和３年１１月に行われた第３７回秋季東日本中学
生軟式野球大会での優勝に続き、３月の第２３回全
国中学生軟式野球大会で準優勝という見事な成績
を収めた小金井野球クラブの依田監督と３年生の
選手５人が、４月１１日に市長を表敬訪問し、大会
の感想や今後の意気込みを聞かせてくれました。


